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予 算 決 算 委 員 会 会 議 録

開会日 令和５年 10 月 10 日（火）午前 11 時 10 分

閉会日 令和５年 10 月 10 日（火）午前 11 時 31 分

場 所 長久手市役所本庁舎 ２階 議場

出席委員

委 員 長 なかじま和代

副委員長 山田けんたろう

委 員 伊藤真規子 大島令子 おくだけんじ

川合ともゆき 木村さゆり ささせ順子

田崎あきひさ 冨田えいじ にしだ亮太

野村 弘 水野勝康 山田かずひこ

わたなべさつ子

欠席委員 な し

欠 員 ２ 人

会議事件のた

め出席した者

の職氏名

市長 佐藤有美

総務部長 加藤英之

次長 福岡隆也

財政課長 井上隆雄

課長補佐 浅井紳一郎

子ども未来課長 飯島 淳

課長補佐 柴田浩善

計７人

職務のため出

席した者の職

氏名

議長 岡崎つよし

議会事務局長 横地賢一 議事課長 福岡弘恵

議事係長 村瀬紗綾香

会議録 別紙のとおり
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別紙

委員長 開会宣言

議長 あいさつ

市長 あいさつ

議案第 42 号令和５年度長久手市一般会計補正予算（第５号）

財政課長 議案第 42 号について説明

歳出 ３款２項 児童福祉費＜放課後児童クラブ事業＞

冨田委員 委託先を選定する際に評価する具体的な項目はどのようか。

子ども未来課長

運営実績、基本方針、組織体制、要望・苦情、安全対策・危機管

理、基本事業、独自サービス、要配慮児童、連携協力体制、提案に

対する価格の妥当性の 10 項目である。

わたなべ委員 令和５年８月 31 日付けこども家庭庁からの通知「放課後児童クラ

ブの待機児童の解消等に向けた学校施設等の活用について」には、

学校施設や学校敷地内を対象とした国庫補助を積極的に活用し、待

機児童解消や受け皿整備を進めるよう記載されている。この通知に

従った対応をしているか。

子ども未来課長

国の方針に沿って事業を進めている。子ども・子育て支援交付金

を使い、国、県、市で３分の１ずつを負担して事業を運営している。

わたなべ委員 平成 27 年度から、放課後児童クラブ・学童保育の専門資格として、

「放課後児童支援員」が創設された。委託予定の事業者は、この資

格を持った支援員をきちんと配置するか。

子ども未来課長

現在市が雇用している会計年度任用職員を、委託後も事業所に継

続雇用してもらうよう、仕様書に記載している。

現在市は、決められた基準に従って、放課後児童支援員の研修を

受けた会計年度任用職員を配置しており、委託後もその基準を遵守

して人員配置するよう、事業者とも調整している。

ささせ委員 最近、県内でも児童に対する指導員の暴言などがニュースになっ

ているが、委託予定の事業者はこの点への対応について、どのよう
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な提案が評価されたのか。

子ども未来課長

児童と対応する指導員が異性の場合は１対１の状況を作らないこ

と、死角を作らないこと、指導員が不適切な対応をしていないか、

他の指導員が巡回して確認することなどの具体的な提案があり、他

の事業者と比べ、高い意識を持った事業運営が期待できると評価し

た。

ささせ委員 市はこの事業にどのように関わっていくのか。

子ども未来課長

市直営の児童館に保育士資格をもつ児童館長と、正規職員１人の

計２人を配置している。この職員が委託先の事業者と密に連携をと

り、相談しながら、しっかりと事業が運営されるようにする。

冨田委員 委託予定の事業者について、他県や近隣自治体での事業実績はあ

るか。

子ども未来課長

近隣では岡崎市、豊田市、豊明市で事業実績があるので、人員配

置の面でも、ノウハウを持っている点でもメリットがあると考えて

いる。

水野委員 現在市が雇用している会計年度任用職員を、委託後も継続雇用し

てもらうよう事業者に依頼するとのことだが、近隣市では実績はど

のようか。また、民間の事業者に継続雇用されることで、労働条件

の悪化や事業者の経営方針に馴染まないなどのトラブルが懸念され

るが、その点は考慮されるのか。

子ども未来課長

岡崎市、豊田市、豊明市でも、基本的には市で雇用していた会計

年度任用職員を、事業者が継続雇用していると聞いている。トラブ

ルがあったという話は特に聞いていない。

処遇については、現在の市の会計年度任用職員の雇用条件と同じ

条件で引き続き雇用されるよう、仕様書に記載している。また、事

前に対象者へ雇用条件等についてきちんと説明し、対象者も納得の

上で雇用契約を結ぶよう、事業者も了承している。

質疑及び意見を終了
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討論

反対討論 なし

賛成討論

わたなべ委員 共働き家庭が一般化した現代社会において、学童保育・放課後子

ども教室は、放課後の子どもの居場所としてなくてはならない社会

資源となっている。現在は、目的や実施体制が異なる学童保育と放

課後子ども教室であるが、子供たち自身が育ちあえる良い環境を整

えることが最も重要である。

反対討論 なし

賛成討論 なし

採決

賛成全員により、原案のとおり可決

委員長 委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認。

委員長 閉会宣言

午前 11 時 31 分終了

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

令和５年 10 月 10 日

予算決算委員会委員長 なかじま和代


